
 
近
畿
地
方
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
二
十
九
回
） 

 
 

 
 

「
妹
山

い
も
や
ま

・
背
山

せ

や

ま

」 

・
古
代
、
大
和
国
か
ら
紀
伊
の
国
へ
と
旅
す
る
際
に
国
境
の
真
土
山
（
本
シ
リ
ー
ズ
第

二
十
八
回
に
掲
載
）
を
超
え
西
へ
約
二
十
五
キ
ロ
、
和
歌
山
県
北
部
に
位
置
す
る
、

伊
都

い

と

郡
か
つ
ら
ぎ
町
あ
た
り
で
、
和
歌
山
県
の
北
部
を
西
流
し
瀬
戸
内
海
の
一
部
で

あ
る
紀
伊
水
道
に
注
ぐ
「
紀
の
川
」
を
挟
み
北
岸
に
背
山
（
標
高
１
６
８
ｍ
）
と
対

岸
に
妹
山
（
標
高
１
２
４
ｍ
）
が
相
対
し
て
仲
良
く
並
ぶ
。 

・
大
和
か
ら
紀
伊
に
向
か
う
古
代
の
宮
廷
人
た
ち
は
、
仲
良
く
並
ん
だ
二
つ
の
山
の
名

を
故
郷
を
思
う
気
持
ち
と
強
く
結
び
つ
け
て
男
女
に
例
え
「
男
を
背
山
」
「
女
を
妹

山
」
と
称
し
、
夫
婦
や
恋
人
に
た
と
え
た
歌
を
多
く
残
し
て
お
り
「
万
葉
集
」
に
は

故
郷
へ
の
恋
し
さ
を
募
ら
せ
た
次
の
歌
な
ど
十
五
首
と
多
く
が
詠
ま
れ
て
い
る
。 

１
） 

我 わ
ぎ

妹
子

も

こ

に 

我 あ

が
恋
ひ
行
け
ば 

羨 と
も

し
く
も 

並 な
ら

び
居 を

る
か
も 

妹 い
も

と
背 せ

の
山 

 
 

 
 

 
 

作
者 

未
詳
（
巻
七―

一
二
一
〇
） 

（
解
説
）
故
郷
・
大
和
に
残
し
て
き
た
妻
の
こ
と
を
恋
し
い
思
い
で
旅
路
を
行
く
と

「
妹
の
山
」
と
「
背
の
山
」
が
並
び
立
っ
て
い
て
羨
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。 



２
） 
妹
が
あ
た
り 

今
そ
我 わ

が
行
く 

目
の
み

だ
に 

我 わ
れ

に
見
え
こ
そ 

言 こ
と

間
は
ず
と
も 

 
 

 
 

作
者 

未
詳
（
巻
七―

一
二
一
一
） 

（
解
説
）
私
は
今
、
妹
山
の
辺
り
を
歩
い
て
い
る
。
懐
か
し
い
故
郷
の
妻
よ
、
せ
め 

て
顔
だ
け
で
も
私
の
前
に
見
せ
て
お
く
れ
。
言
葉
ま
で
は
か
わ
せ
な
く
と
も
。 
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線
沿
い
の
「
道
の
駅
・
紀
の
川
万
葉

の
里
」
か
ら
西
に
曲
が
り
く
ね
り
な
が
ら
流
れ
る
「
紀
の
川
」
と
北
岸
（
右

岸
）
に
「
背
山
」、
南
岸
（
左
岸
）
に
「
妹
山
」
を
描
く
（
杏
花
） 

 
 


